
こ
れ
と
並
行
し
て
、
明
治
十
四
年
に
は
「
近
松
著
作
全
書
」
第
一
巻
が
発
行
さ
れ
た
。
百
日
曾
我
、
恋
八
卦
柱
暦
、
傾
城
反
魂
香
の

一
一
一
種
を
収
め
て
い
る
。
十
五
年
に
は
第
二
巻
が
出
た
。
内
容
は
本
朝
一
一
一
国
誌
、
重
井
筒
、
躯
山
姥
の
一
一
一
種
で
あ
る
。
こ
の
第
一
一
巻
は
、

こ
の
時
期
の
丸
善
の
出
版
物
の
中
で
、
す
こ
ぶ
る
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
は
、
古
典
む
し
ろ
言
え
ば
近
世
文
学
の
緋
刻
で
あ
る
。
古

典
の
縦
刻
は
、
西
南
戦
役
の
終
っ
た
頃
か
ら
、
に
わ
か
に
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
が
、
明
治
十
四
年
に
、
丸
善
で
は
他
店
と
の
共
同
出
版

で
あ
る
が
「
や
ま
と
文
範
」
第
一
集
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
、
妹
背
山
婦
女
庭
訓
、
近
頃
河
原
達
引
、
絵
本

太
功
記
、
花
上
野
誉
之
碑
、
国
性
爺
合
戦
の
六
種
の
院
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
翌
十
五
年
に
は
「
や
ま
と
文
範
」
第
一
一
集
（
奥
州
安

達
原
、
菅
原
伝
授
手
習
鑑
、
一
谷
撤
軍
記
、
本
朝
廿
四
孝
、
生
写
朝
顔
話
、
伊
賀
越
道
中
双
六
の
六
種
を
収
め
る
）
及
び
第
一
一
一
集
（
平

仮
名
盛
衰
記
、
北
条
時
頼
記
、
一
一
一
日
太
平
記
、
蝶
花
形
名
歌
島
台
、
彦
山
権
現
誓
助
釦
、
太
平
記
忠
臣
講
釈
の
六
種
を
収
め
る
）
が
刊

行
さ
れ
た
。
四
六
判
、
黒
の
ク
ロ
ー
ス
装
釘
で
、
定
価
各
巻
一
一
円
と
は
、
割
引
が
あ
る
に
し
て
も
、
頗
る
高
価
で
あ
っ
た
ｏ
つ
づ
い
て

明
治
十
六
年
に
も
、
「
や
ま
と
文
範
」
は
一
一
冊
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
伽
羅
先
代
萩
、
壇
浦
兜
軍
記
の
一
篇
を
収
め
た
薄
い

第
十
一
章
武
蔵
屋
本
と
早
矢
仕
民
治

「
や
ま
と
文
範
」
と
「
近
松
著
作
全
書
」
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も
の
，
と
な
っ
て
い
る
０



後
に
明
治
二
十
二
年
に
な
っ
て
、
分
冊
三
冊
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。
定
価
は
一
冊
た
だ
の
七
銭
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
明
治
時
代
に
お
け
る
近
松
物
の
祇
刻
の
濫
脇
で
あ
っ
て
、
当
時
一
般
の
需
要
が
こ
れ
に
伴
な
わ
な
か
つ
た
た
め
に
、
そ
の
刊

行
は
遺
憾
な
が
ら
二
集
に
止
ま
っ
て
、
全
集
の
完
成
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
近
世
文
学
の
研
究
史
に
は
、
逸
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
当
時
洋
書
の
輸
入
や
、
医
学
。
物
理
学
・
化
学
な
ど
の
自
然
科
学
の
識
訳
書
の
出
版
に
、
そ
の
力

を
注
い
で
い
た
丸
善
の
出
版
だ
け
に
、
最
も
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
勿
論
特
殊
な
事
情
が
あ
る
。
そ
れ
は
早
矢
仕
民
治
が
、

こ
の
仕
事
に
異
常
な
熱
意
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

二
早
矢
仕
民
治
と
武
蔵
屋
本
の
発
行
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早
矢
仕
民
治
は
、
早
矢
仕
才
兵
衛
の
養
子
勝
四
郎
（
実
父
は
大
桑
村
の
神
主
加
藤
正
太
夫
）
の
次
男
で
あ
っ
て
、
有
的
に
取
っ
て
は
、

義
理
の
従
弟
に
当
る
。
し
か
し
有
的
の
祖
母
（
山
田
玄
順
の
妻
）
ヒ
サ
ョ
は
、
正
太
夫
の
妹
で
あ
る
か
ら
、
有
的
と
民
治
と
は
、
血
縁

ま
た
い
と
こ

の
再
従
弟
の
関
係
に
な
る
。
実
際
に
は
む
し
ろ
叔
父
と
甥
に
近
か
っ
た
。

有
的
が
横
浜
で
丸
善
を
開
業
し
、
そ
の
経
営
が
よ
う
や
く
発
展
し
て
来
た
の
で
、
民
治
も
横
浜
に
出
て
、
そ
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と

と
な
っ
た
。
明
治
五
年
民
治
の
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
明
治
十
二
年
に
は
東
京
の
丸
善
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
税
関
関
係
の

事
務
を
担
当
し
た
た
め
に
、
た
び
た
び
横
浜
と
の
間
を
往
来
し
た
。
十
一
一
一
年
に
は
洋
書
目
録
の
編
纂
に
従
事
し
た
。
ま
た
こ
の
年
丸
善

を
中
心
と
し
て
、
松
井
忠
兵
術
、
清
水
卯
三
郎
、
西
宮
松
之
助
、
伊
藤
徳
太
郎
、
塩
島
一
介
等
の
人
交
に
よ
っ
て
、
洋
書
祇
刻
組
合
六

合
館
が
設
立
さ
れ
た
が
、
民
治
は
こ
の
組
合
の
主
任
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
た
。
こ
の
組
合
で
最
初
に
出
版
し
た
の
は
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ



し
か
し
最
初
の
近
松
識
刻
に
つ
い
て
、
協
力
者
が
あ
っ
た
か
、
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
別
問
題
と
し
て
、
民
治
の
近
松
熱
は
、

こ
れ
以
後
ま
す
ま
す
昂
進
し
て
、
そ
の
出
版
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
十
六
年
四
月
京
橋
南
伝
馬
町
一
丁
目
に
、
丸
善
の

分
店
あ
る
い
は
連
鎖
店
と
し
て
、
叢
害
閣
と
い
う
書
店
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
目
的
は
日
本
橋
の
店
で
取
り
扱
っ
て
い
た
書
籍
の
委
託

販
売
を
拡
張
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
事
実
は
そ
れ
よ
り
も
洋
書
の
中
西
屋
と
同
じ
よ
う
に
、
む
し
ろ
丸
善
で
取
り
扱
い

に
く
か
っ
た
邦
文
書
籍
の
古
本
を
売
買
す
る
こ
と
が
主
な
仕
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

叢
害
閣
の
最
初
の
支
配
人
は
太
田
武
之
助
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
八
年
に
民
治
が
こ
れ
に
代
り
、
翌
年
神
田
明
神
に
近
い
宮
本
町
に
、

で
は
な
か
ろ
う
か
。

－
の
ス
ペ
リ
ン
グ
ブ
ッ
ク
で
、
大
い
に
売
れ
た
。
引
き
続
い
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
第
二
リ
ー
ダ
ー
、
ピ
ネ
オ
文
典
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
プ
ラ
イ

マ
ー
等
を
出
版
し
て
い
る
。
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こ
の
民
治
は
非
常
に
義
太
夫
を
好
ん
だ
。
そ
の
た
め
に
近
松
作
の
戯
曲
集
の
刊
行
を
志
し
、
自
分
に
最
も
関
係
の
深
い
丸
善
か
ら

「
や
ま
と
文
範
」
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
「
や
ま
と
文
範
」
や
「
近
松
著
作
全
書
」
の
出
版
は
、
早
矢
仕
民
治
の
二
十
四
。
五
歳
の
時
に
当
っ
て
い
る
。
民
治
が
ど

れ
ほ
ど
義
太
夫
に
熱
心
で
あ
っ
て
も
、
当
時
と
し
て
も
数
の
少
な
か
っ
た
底
本
の
蒐
集
、
判
読
、
特
に
豊
富
な
漢
語
や
仏
教
語
を
駆
使

し
た
近
松
の
語
棄
の
校
訂
な
ど
を
、
独
力
で
行
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
「
や
ま
と
文
範
」
の
奥
付
に
は
、
編
輯
出
版

人
と
し
て
、
東
京
府
士
族
、
小
野
田
孝
吾
の
名
を
記
し
て
い
る
。
武
蔵
屋
本
に
つ
い
て
精
細
な
研
究
を
し
た
藤
木
秀
吉
氏
も
、
こ
の
名

に
つ
い
て
全
く
知
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
或
は
こ
の
人
な
ど
が
、
民
治
の
近
松
の
識
刻
に
つ
い
て
、
隠
れ
た
協
力
者
で
あ
っ
た
の



国
性
爺
合
戦

双
生
隅
田
川

心
中
宵
庚
申

心
中
天
網
島

源
氏
烏
帽
子
折

曾
根
崎
心
中

心
中
二
枚
絵
双
紙

博
多
小
女
郎
浪
枕

曾
我
会
稽
山

雪
女
五
枚
羽
子
板

叢
書
閣
を
移
し
た
。
こ
れ
は
明
治
十
七
年
の
丸
家
銀
行
の
破
綻
に
伴
な
っ
て
、
丸
善
が
そ
の
支
店
や
連
鎖
店
を
整
理
す
る
こ
と
と
な
っ

た
結
果
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
以
来
叢
書
閣
は
、
丸
善
か
ら
分
離
し
て
、
民
治
の
個
人
経
営
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

丸
善
か
ら
独
立
し
た
民
治
は
、
叢
書
閣
で
古
書
蝉
の
業
務
を
行
な
う
秀
ら
、
熱
心
に
そ
の
好
む
近
松
物
の
識
刻
に
従
事
し
た
。
一
つ

に
は
さ
き
に
丸
善
で
出
版
し
た
近
松
著
作
全
書
が
（
恐
ら
く
は
そ
の
売
行
が
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
た
め
に
）
中
絶
し
た
の
を
、
遺
憾

と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
つ
に
は
こ
の
頃
に
な
っ
て
、
日
本
の
古
典
の
価
値
が
漸
く
再
認
識
さ
れ
て
、
復
興
の
気
運
に
向
っ
た
こ

と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
武
蔵
屋
本
で
あ
る
。
武
蔵
屋
と
は
、
叢
書
閣
の
出
版
書
騨
と
し
て

の
別
名
で
あ
る
。
そ
の
発
行
さ
れ
た
目
録
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

天
智
天
皇

十
二
段

日
本
振
袖
始

出
世
景
清

関
八
州
繋
馬

吉
野
都
女
楠

蝉
丸

伊
達
染
手
綱

最
明
寺
殿
百
人
上
脇

今
宮
心
中

一
明
治
二
十
一
一
一
年

■

明
治
二
十
二
年

″″

明
治
一
一
十
一
一
一
年

″″″

一
明
治
二
十
四
年
近
松
叢
書
第
一
冊

－－ー一

〃〃

明
治
二
十
四
年

〃〃

同
第
二
冊

同
第
三
冊
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明
治
二
十
五
年

″

堀
川
波
の
鼓

心
中
万
年
草
明
治
二
十
四
年
戯
曲
叢
書
第
四
冊

世
維
曾
我

蕊
噸
灘
｝
〃
同
第
五
冊

鎗
権
三
重
椎
子

山
崎
与
次
兵
衛
寿
の
門
松
｝
″
同
第
六
冊

郵
神
掴
郡
瞬
紳
峨
日
｝
〃
同
第
七
冊

蛙
蝿
油
紗
諦
｝
〃
同
第
八
冊

卯
月
の
紅
葉
｝
明
治
二
十
五
年
同
第
九
冊

薩
摩
歌

購
い
鰯
｝
明
給
二
十
五
年
同
第
十
冊

天
神
記

傾
城
酒
呑
童
子

信
州
川
中
島
合
戦

百
合
若
大
臣
野
守
鏡

卯
月
の
潤
色

遊
君
三
世
相

碁
盤
太
平
記

一
心
五
戒
魂

国
性
爺
後
日
合
戦

善
光
寺
御
堂
供
養

唐
船
噺
今
国
性
爺

右
大
将
鎌
倉
実
記

津
国
女
夫
池

天
鼓

傾
城
吉
岡
染

ー一ー一

〃〃

明
治
二
十
六
年
同
第
十
七
冊

同
第
十
八
冊

明
治
二
十
七
年
同
第
十
九
冊

一
明
治
二
十
八
年
同
第
二
十
冊

同
第
一
一
十
一
冊

一
明
治
二
十
九
年
同
第
二
十
二
冊

以
上
三
十
二
巻
、
五
十
六
種
で
あ
る
。
そ
の
発
行
の
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
、
明
治
二
十
四
年
及
び
一
一
十
五
年
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
四
六
判
、
四
・
五
十
頁
の
仮
綴
の
小
冊
子
で
あ
る
。
そ
の
奥
付
に
発
免
元
と
し
て
、
叢
書
閣
と
共
に
丸
善
書
店
の
名
の
あ
る
こ
と
が

注
意
さ
れ
る
。
な
お
こ
れ
を
合
本
し
て
「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
」
と
題
し
た
も
の
が
二
冊
、
「
近
松
時
代
浄
瑠
璃
」
と
題
し
た
も
の
が
四

〃

同
第
十
一
冊

同
第
十
二
冊

同
第
十
三
冊

同
第
十
四
冊

同
第
十
六
冊
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ま
で
割
繕
し
た
の
さ
え
あ
る
。

武
蔵
屋
本
と
前
後
し
て
、
こ
れ
を
摸
倣
し
追
随
し
た
誹
刻
本
は
、
か
な
り
出
版
さ
れ
て
い
る
。
温
故
堂
版
、
三
々
文
房
版
、
文
学
書

院
、
薫
志
堂
、
鐘
美
堂
版
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
武
蔵
屋
本
を
底
本
と
し
、
そ
の
あ
る
も
の
に
至
っ
て
は
、
表
紙

明
治
二
十
六
年
に
は
博
文
館
か
ら
帝
国
文
庫
が
発
刊
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
「
近
松
時
代
浄
瑠
璃
集
」
（
明
治
二
十
九
年
）
「
近
松
世

三
武
蔵
屋
本
の
摸
倣
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行
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
年
ば
か
り
し
て
鶴
沢
清
次
郎
か
ら
完
本
を
手
に
入
れ
た
た
め
に
、
「
夕
霧
」
の
再
版
を
待
た
ず
、
「
百
合
若
大
臣

野
守
鏡
。
卯
月
の
潤
色
」
に
は
、
そ
の
補
文
の
全
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
完
全
な
「
夕
霧
」
の
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
六
年
の

第
三
版
で
あ
る
。
民
治
の
出
版
者
と
し
て
の
良
心
が
、
い
か
に
鋭
敏
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

底
本
の
蒐
集
と
共
に
、
そ
の
校
訂
も
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
困
難
な
事
業
で
あ
っ
た
。
武
蔵
屋
本
の
刊
行
に
当
っ
て
こ
れ
を
援
助
し
た
の
は
、

あ
え
ば

主
と
し
て
内
田
魯
庵
、
饗
庭
墓
村
の
二
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
特
に
魯
庵
は
「
近
松
世
話
浄
瑠
璃
」
の
合
本
の
序
文
の
中
で
、
近
松
の

芸
術
を
論
じ
て
い
て
、
最
も
民
治
と
縁
故
が
深
か
っ
た
。
魯
庵
が
直
接
の
顧
問
格
で
、
な
お
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
に
茎
村
に
問
う
た

よ
う
な
｝
）
と
で
あ
ろ
う
と
藤
木
秀
吉
氏
は
推
測
し
て
い
る
。
な
お
早
矢
仕
四
郎
の
談
話
に
よ
る
と
、
こ
の
出
版
計
画
に
は
幸
堂
得
知
が

関
係
し
て
い
た
と
い
う
。
得
知
も
墓
村
と
同
じ
く
、
い
わ
ゆ
る
根
岸
派
の
文
人
の
長
老
格
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
演
劇
通
で
あ
っ
た
関
根
只
誠
翁
に
も
教
を
乞
う
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
な
お
数
多
く
あ
っ
た
｝
）
と
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
全
体
の
責
任
を
負
う
た
者
が
民
治
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
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話
浄
瑠
璃
集
」
（
明
治
三
十
一
年
）
「
続
近
松
浄
瑠
璃
集
」
（
明
治
一
一
一
十
二
年
）
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
帝
国
文
庫
は
い
う
ま
で
も

な
く
博
文
館
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
大
規
模
な
出
版
物
で
あ
り
、
一
冊
に
収
め
ら
れ
た
内
容
も
、
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
豊
富
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
底
本
に
つ
い
て
も
校
訂
に
つ
い
て
も
、
帝
国
文
庫
は
武
蔵
屋
本
に
依
存
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
原
本
が
武
蔵
屋
本
以

外
に
な
い
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
武
蔵
屋
本
で
本
文
の
誤
ま
っ
て
い
る
場
所
が
、
帝
国
文
庫
本
で
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
帝
国
文
庫
本
は
水
谷
不
倒
氏
の
校
訂
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
民
治
は
こ
れ
に
憤
慨
し
て
、
博
文
館
に
対
し
て

版
権
侵
害
の
訴
訟
を
起
す
と
い
き
ま
い
た
の
を
、
内
田
魯
庵
が
な
だ
め
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
民
治
の
努
力
は
、
一
方
で
は
他
の
出
版

業
者
に
も
、
多
大
の
利
益
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
武
蔵
屋
本
の
刊
行
は
、
明
治
時
代
の
近
松
研
究
の
大
き
い
推
進
力
と
な
っ
た
。
当
時
一
）
の
方
面
に
興
味
を
持
つ
文

人
た
ち
は
、
殆
ど
す
べ
て
武
蔵
屋
本
に
よ
っ
て
、
近
松
を
読
み
且
味
わ
っ
た
。
現
在
早
稲
田
の
演
劇
博
物
館
に
は
、
坪
内
道
遥
博
士
の

遺
品
と
し
て
、
「
近
松
浄
瑠
璃
」
と
題
さ
れ
た
一
巻
が
あ
る
。
武
蔵
屋
本
の
十
九
篇
を
合
綴
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
文
の
中
に
は

至
る
と
こ
ろ
に
、
博
士
自
身
の
朱
筆
ま
た
は
鉛
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
り
、
ま
た
あ
る
い
は
句
点
を
打
ち
あ
る
い
は
傍
線
を
引
き
、

半
の

あ
る
い
は
仮
名
に
漢
字
を
宛
て
、
あ
る
い
は
適
当
で
な
い
宛
字
を
修
正
し
て
あ
る
。
ま
た
短
か
い
感
想
や
批
評
を
記
入
し
て
あ
る
。
博

士
が
い
か
に
武
蔵
屋
本
に
よ
っ
て
、
近
松
の
作
品
を
味
読
研
究
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
い
っ
て
武
蔵

屋
本
は
、
実
に
近
世
の
近
松
研
究
の
貴
重
な
記
念
物
と
い
う
ぺ
き
で
あ
る
。

な
お
民
治
は
近
松
物
の
他
に
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
他
の
作
者
の
戯
曲
を
出
版
し
て
い
る
。

あ
さ
ひ

大
塔
宮
磯
鎧
竹
田
出
雲
明
治
一
一
十
一
一
一
年



し、
○
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心
中
ニ
ッ
腹
帯
紀
海
音

明
治
二
十
四
年

末
広
十
二
段
同

八
百
屋
お
七
紀
海
音

明
治
二
十
五
年

三
世
二
河
白
道
不
明

井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
西
沢
一
風

明
治
二
十
七
年

男
色
加
茂
侍
錦
文
流

こ
の
中
「
八
百
屋
お
七
」
は
戯
曲
叢
書
第
十
五
冊
で
あ
り
、
「
井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
」
は
同
第
二
十
冊
で
重
複
し
て
い
る
。

ま
た
武
蔵
屋
の
出
版
物
に
は
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
西
鶴
物
の
複
刻
も
あ
る
。

好
色
五
人
女
明
治
二
十
一
一
一
年

好
色
一
代
男
明
治
二
十
四
年

こ
れ
も
ま
た
近
松
物
と
同
じ
く
西
鶴
本
が
活
字
と
な
っ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
「
好
色
五
人
女
」
に
は
黒
痩
子
が
解
題
を
書
い
て

い
る
。
黒
痩
子
は
内
田
魯
庵
の
別
号
で
あ
る
。
そ
の
凡
例
に

「
原
本
卑
狼
の
句
多
き
を
以
て
、
モ
ウ
レ
イ
が
ポ
ッ
カ
シ
オ
を
削
除
せ
し
に
倣
ひ
て
、
是
を
代
ふ
に
○
○
を
以
て
す
」

と
あ
る
。
風
紀
上
穏
か
で
な
い
文
字
を
伏
字
に
し
た
の
は
、
こ
れ
が
は
じ
め
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
い
ず
れ
に
し
て
も
、
当
時
青

年
文
士
の
間
に
頓
に
昂
ま
っ
た
西
鶴
の
鑑
賞
と
研
究
と
が
、
こ
の
武
蔵
屋
本
に
よ
っ
て
多
大
の
便
宜
を
得
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
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し
か
し
武
蔵
屋
本
の
刊
行
は
、
そ
の
文
学
史
的
価
値
は
大
き
か
っ
た
が
、
経
済
的
に
は
必
ず
し
も
酬
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
書
物
そ
の

も
の
の
売
行
は
決
し
て
悪
く
は
な
か
っ
た
が
、
原
本
の
捜
索
や
校
訂
の
た
め
の
出
費
が
多
く
て
、
そ
の
収
支
は
償
わ
な
か
っ
た
。
何
よ

り
も
こ
の
よ
う
な
出
版
に
は
大
資
本
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
民
治
は
そ
れ
を
欠
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
武
蔵
屋
本
の
発
行
は
、
明
治

二
十
四
年
、
二
十
五
年
を
最
盛
期
と
し
て
、
そ
れ
以
後
は
次
第
に
下
り
坂
と
な
っ
た
。
一
つ
に
は
次
第
に
近
松
の
作
品
で
流
布
の
少
な

い
も
の
が
多
く
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
だ
け
一
般
の
読
者
の
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
一
一
十
五

年
以
後
に
な
る
と
、
他
の
巻
の
不
用
に
な
っ
た
表
紙
に
、
新
し
い
題
茶
を
貼
り
つ
け
て
使
用
し
て
い
る
の
が
あ
る
。
二
十
八
。
九
年
頃

に
な
る
と
、
表
紙
の
紙
質
そ
の
も
の
が
ひ
ど
く
悪
く
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
経
営
上
の
困
難
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
し
て
帝
国
文
庫

の
刊
行
は
、
こ
れ
に
最
後
の
大
打
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
以
後
は
す
で
に
武
蔵
屋
本
の
刊
行
の
意
義
は
乏
し
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
武
蔵
屋

本
は
、
全
く
そ
の
座
を
譲
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
（
し
か
し
武
蔵
屋
本
の
残
本
が
、
後
ま
で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
広
告

が
、
「
学
の
灯
」
四
十
二
号
（
明
治
三
十
二
年
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
）

武
蔵
屋
本
の
終
刊
と
共
に
、
民
治
の
事
業
は
終
っ
た
。
彼
は
間
も
な
く
神
田
の
店
を
閉
じ
て
、
東
京
書
籍
出
版
営
業
者
組
合
（
後
の

東
京
書
籍
商
組
合
）
の
書
記
と
な
っ
た
。
こ
の
組
合
は
明
治
二
十
年
に
、
小
柳
津
要
人
ら
が
発
起
人
と
し
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

実
を
い
う
と
民
治
が
書
籍
商
組
合
の
仕
事
に
関
係
し
た
の
は
、
そ
の
以
前
か
ら
で
あ
っ
て
、
明
治
二
十
六
年
に
、
彼
は
組
合
の
委
嘱
に

よ
っ
て
、
組
合
員
発
行
図
書
の
総
目
録
の
第
一
冊
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
収
録
図
書
は
九
、
八
六
七
種
に
上
り
、
こ
の
種
の
も
の
と

し
て
わ
が
国
最
初
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
分
類
そ
の
他
の
点
で
も
優
れ
て
い
て
、
民
治
の
努
力
を
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
れ
以
後
民
治
は
妻
を
失
い
、
子
供
た
ち
は
み
な
独
立
し
た
た
め
に
、
組
合
の
事
務
所
に
起
臥
す
る
わ
び
し
い
生
活
を
送
っ
た
。
そ
し



六
十
五
歳
で
彼
は
そ
の
生
を
終
え
た
。
そ
の
遺
族
の
あ
る
も
の
（
勝
四
郎
）
は
、
今
も
東
京
都
品
川
区
で
書
籍
商
を
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て
大
正
十
一
年
、

営
な
ん
で
い
る
。




